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日
本
植
物
学
会

東

北

支

部

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

石
巻
専
修
大
学
に
と

り
ま
し
て
、
昨
年
は
オ

ー
ル
専
修
の
絆
を
固
め

る
こ
と
が
で
き
た
１
年

で
し
た
。
昨
年
度
か
ら

始
め
た
「
子
弟
・
子
女

推
薦
入
学
試
験
」
に
初

め
て
合
格
者
が
出
ま
し

た
。
こ
れ
は
オ
ー
ル
専

修
の
教
職
員
、
校
友

会
、
育
友
会
の
皆
様
の

ご
理
解
に
よ
る
も
の
で

す
。
今
後
、
こ
の
制
度

が
定
着
す
る
よ
う
に
私

ど
も
も
努
力
を
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
専
修
大

学
北
上
高
校
と
の
間
で

単
位
認
定
型
授
業
を
開

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
系
列
高
校
な
ら

で
は
の
親
近
感
が
あ

り
、
講
義
を
す
る
側
に

も
楽
し
い
授
業
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
他
の

系
列
高
校
と
も
連
携
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
昨
年
度
設
置
し

た
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
も
本

格
的
に
稼
働
し
、
「
藻
場
の

回
復
」
な
ど
、
地
域
の
要
請

に
こ
た
え
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
精
力
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
地
域

連
携
と
い
う
面
で

は
、
石
巻
市
役
所
庁

舎
内
で
幅
広
い
市
民

を
対
象
に
し
た
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

事
業
を
展
開
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の

参
加
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
石
巻
市
役
所
の

職
員
が
聴
講
生
と
し

て
本
学
の
講
義
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
大
き
な
変

化
で
し
た
。

４
月
に
は
新
し
い

教
育
研
究
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

が
、
教
職
員
の
知
恵

を
集
め
て
、
大
幅
な

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成

功
し
た
だ
け
で
な

く
、
年
間
お
よ
そ
３
０
０
万

円
の
電
気
代
の
節
減
に
成
功

す
る
と
い
う
、
環
境
に
優
し

い
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
し

た
。課

外
活
動
の
面
で
は
硬
式

テ
ニ
ス
部
１
年
次
・
和
田
さ

ん
の
イ
ン
カ
レ
出
場
や
自
動

車
整
備
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
な

ど
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
活
躍

が
目
立
ち
ま
し
た
。

国
際
交
流
も
本
格
化
し
、

中
国
・
温
州
大
学
と
は
１
年

間
の
交
換
留
学
も
始
ま
り
ま

し
た
。

今
年
は
、
新
学
部
の
設
置

と
理
工
学
部
の
改
組
に
向
け

て
、
石
巻
専
修
大
学
は
大
き

く
舵
を
切
り
ま
す
。
新
学
部

・
新
学
科
で
の
学
生
募
集
や

就
職
先
の
開
拓
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
新
し
い
組
織
の
出

発
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
既
存
の
学
部
・
学
科
の

学
生
募
集
や
就
職
の
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り

ま
す
。
オ
ー
ル
専
修
の
一
人

ひ
と
り
の
皆
様
が
石
巻
専
修

大
学
の
活
動
を
ご
理
解
頂

き
、
志
願
者
の
増
加
と
就
職

率
の
向
上
に
お
力
添
え
を
頂

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第
４０
回
東
北
学
生
選
抜
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会
が
１２
月
１３

日
か
ら
１５
日
ま
で
、
宮
城
県

岩
沼
市
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
硬

式
テ
ニ
ス
部
の
和
田
咲
良
さ

ん
（
経
営
１
・
宮
城
県
泉
館

山
高
）
が
準
優
勝
を
果
た
し

た
。こ

の
大
会
は
、
２
０
１
０

年
度
の
東
北
学
生
大
会
を
対

象
と
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

８
名
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
。

和
田
さ
ん

は
東
北
学
生

春
季
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
、
東

北
学
生
選
手
権
大
会
で
と
も

に
ベ
ス
ト
８
入
り
し
、
ラ
ン

キ
ン
グ
８
位
で
今
大
会
に
出

場
し
た
。

初
戦
は
春
季
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
準
優
勝
の
富
士
大
・
小
原

選
手
を
相
手
に
第
１
セ
ッ
ト

こ
そ
落
と
し
た
も
の
の
第

２
、
３
セ
ッ
ト
は
と
も
に
６

―
２
で
快
勝
。
続
く
準
決
勝

は
６
―
４
、
３
―
６
、
７
―

５
で
接
戦
を
制
し
て
勝
ち
上

が
っ
た
が
、
決
勝
で
は
３
―

６
、
４
―
６
で
敗
れ
た
。

「
今
大
会
は
１
年
次
生
の

出
場
は
私
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
常
に
挑
戦
す
る
つ
も
り

で
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
て
２
０
１
１
年
も

頑
張
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

三
味
線
に
見
立
て
た
ス
コ

ッ
プ
を
栓
抜
き
等
で
叩
い
て

演
奏
す
る
「
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
」
に
魅
せ
ら
れ
た
経
営
学

部
３
年
次
の
鈴
木
紫
鷹
さ
ん

（
福
島
県
福
島
商
業
高
）
、

佐
藤
昴
大
さ
ん
（
宮
城
県
仙

台
育
英
学
園
高
）、小
野
寺
佳

祐
さ
ん
（
宮
城
県
東
北
高
）

が
石
巻
市
民
の
２
人
と
バ
ン

ド
を
組
み
「
石
巻
ス
コ
ッ
パ

ー
ズ
」
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
演
歌
や
ポ
ッ
プ
ス
な
ど

約
２０
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

持
ち
、
地
域
の
祭
り
な
ど
で

演
奏
を
披
露
し
て
い
る
。

１２
月
５
日
、
青
森
県
五
所

川
原
市
で
行
わ
れ
た
第
４
回

世
界
大
会
で
は
、
初
出
場
な

が
ら
団
体
で
特
別
賞
を
受
賞

し
、
鈴
木
さ
ん
が
個
人
戦
で

３
位
入
賞
。「
活
動
の
幅
を
広

げ
、
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔

に
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

「
第
６
回
日
台
大
学
軟
式

野
球
国
際
親
善
大
会
」
（
主

催
∥
全
日
本
大
学
軟
式
野
球

連
盟
）
が
１２
月
７
日
か
ら
１４

日
ま
で
、
台
湾
の

台
北
市
で
行
わ

れ
、
全
日
本
大
学

選
抜
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
軟
式
野

球
部
の
石
山
尚
貴

さ
ん
（
経
営
４
・

秋
田
県
大
曲
工
高

∥
投
手
）
が
出
場
。
台
湾
の

大
学
チ
ー
ム
と
全
４
試
合
が

行
わ
れ
、
石
山
さ
ん
は
貴
重

な
左
の
中
継
ぎ
と
し
て
３
試

合
に
登
板
し
、
チ
ー
ム
の
４

戦
全
勝
に
貢
献
し
た
。

遠
征
を
終
え
た
石
山
さ
ん

は
「
今
回
の
遠
征
で
は
、
一

日
一
日
、
貴
重
な
体
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

本
代
表
と
い
う
重
み
と
、
周

囲
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
自
信

を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
、
試
合
で

は
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
今

後
の
野
球
人
生
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

熱
く
語
っ
た
。

情
報
電
子
工

学
科
が
優
勝

理
工
学
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
理
工

学
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
１２
月

１１
日
、
本
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

今
年
で
３
回
目
の
開
催
。

今
回
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
３
種
目
が
行
わ
れ

た
。
各
競
技
の
順
位
ポ
イ
ン

ト
の
結
果
、
０９
年
に
引
き
続

き
情
報
電
子
工
学
科
が
優
勝

し
た
。

学
生
た
ち
は
寒
さ
に
負
け

ず
、
元
気
い
っ
ぱ
い
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

第４回世界大会・

初出場で特別賞に

進
路
支
援
係
主
催
の
「
模

擬
面
接
講
座
―
就
職
合
宿

―
」
が
１２
月
１８
、
１９
の
両

日
、
宮
城
県
岩
沼
市
の
モ
ン

タ
ナ
リ
ゾ
ー
ト
で
、
３
年
次

生
３８
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。

テ
ー
マ
は
「
『
自
分
』
を

表
現
し
、
厳
し
い
就
職
戦
線

を
勝
ち
抜
く
」
。
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
グ
ル

ー
プ
内
で
の
自
己
Ｐ
Ｒ
、
模

擬
面
接
実
習
な
ど
が
行
わ
れ

た
。模
擬
面
接
実
習
で
は
、就

職
自
発
塾
を
主
催
す
る
㈲
人

夢
工
房
の
佐
藤
孝
夫
代
表
が

講
師
と
な
り
、
学
生
一
人
ひ

と
り
に
面
接
の
対
策
を
ア
ド

バ
イ
ス
。
学
生
ら
は
就
職
活

動
を
い
ち
早
く
効
率
的
に
進

め
る
た
め
に
必
要
な
自
分
の

課
題
、
問
題
点
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
様
子
だ
っ
た
。

「
就
活
に
向
け
、
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
業

界
研
究
な
ど
の
準
備
が
不
足

し
て
い
る
の
で
対
応
し
た

い
」
（
理
工
）
、
「
自
分
の
面

接
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で
確
認
し
、
話

し
方
や
く
せ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
」
（
経
営
）
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

理
工
学
部
の
高
崎
み
つ
る

教
授
が
建
設
業
の
小
川
工
業

（
埼
玉
県
行
田
市
）
と
共
同

で
流
木
チ
ッ
プ
を
用
い
た
水

質
浄
化
技
術
の
開
発
に
取
り

組
み
、
特
許
を
取
得
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
実
験
水
路
で
の

河
川
浄
化
実
験
が
行
わ
れ
、

効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
は
流
木
チ
ッ
プ
が
濁

り
を
吸
着
す
る
原
理
を
応
用

し
た
技
術
で
、
吸
着
し
た
土

壌
成
分
は
ケ
イ
酸
や
リ
ン
を

含
ん
で
お
り
、
土
壌
改
良
へ

の
有
効
利
用
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
高
崎
教
授
は
こ
の
実

験
を
２
０
０
７
年
か
ら
進
め

て
お
り
、
河
川
の
濁
り
を
浄

化
で
き
た
こ
と
な
ど
か
ら

「
濁
質
の
補
足
と
水
質
浄
化

に
関
し
て
、
優
れ
た
効
果
を

安
定
し
て
発
現
し
た
」
と
総

括
。
実
験
の
成
果
は
１２
月
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
建
設
副
産
物

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
機
構
（
Ｃ

Ｏ
Ｂ
Ｒ
Ａ
）
の
会
合
で
発
表

さ
れ
た
。

今
後
は
、
流
木
の
再
利
用

な
ど
の
環
境
事
業
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
学
会
場
に

第
２２
回
大
会

日
本
植
物
学
会
東
北
支
部

第
２２
回
宮
城
（
石
巻
）
大
会

が
１２
月
１８
、
１９
の
両
日
、
本

学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
、
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
一
般
講
演
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

本
学
か
ら
は
理
工
学
部
の

宮
嵜
厚
准
教
授
と
卒
業
生
の

菊
田
恭
子
さ
ん
（
平
１９
理

工
）
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
、

同
学
部
の
阿
部
知
顕
教
授
の

研
究
室
に
所
属
す
る
臼
井
利

典
さ
ん
（
理
工
学
研
究
科
博

士
後
期
３
）
と
葛
西
一
慶
さ

ん
（
同
修
士
２
）
が
口
頭
発

表
を
行
っ
た
。

「
国
際
交
流
フ
ェ
ア
２
０

１
０
」
（
石
巻
市
国
際
交
流

協
会
主
催
）
が
１２
月
１３
日
か

ら
１９
日
ま
で
、
石
巻
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

最
終
日
の
１９
日
に
は
本
学
で

学
ぶ
中
国
・
温
州
大
学
か
ら

の
留
学
生
ら
５
人
が
「
外
国

人
座
談
会
」
に
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
た
。

オ
ウ
エ
イ

参
加
し
た
の
は
、
王
瑩
さ

エ
ン
コ
ウ
セ
ツ

ん（
経
営
４
）、
閻
虹
雪
さ
ん

シ

キ

ラ
イ

（
経
営
３
）
、
施
奇
磊
さ
ん

ヨ
ウ
ケ
イ

（
同
）、
叶
璟
さ
ん（
理
工
３
）、

ト
ウ
リ
ョ
ウ
シ
ョ
ウ

董
良

瀟
さ
ん
（
同
）。
座
談

会
は
経
営
学
部
の
大
津
幸
一

教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
。
学
生
た
ち
は「
ニ

ッ
ポ
ン

見
た
ま
ま

感
じ

た
ま
ま
―
石
巻
に
暮
ら
し
て

―
」
と
題
し
て
、
カ
ナ
ダ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
者
と

と
も
に
、
日
本
の
文
化
・
習

慣
や
言
葉
の
違
い
、
石
巻
に

つ
い
て
の
印
象
な
ど
を
流
暢

な
日
本
語
で
話
し
た
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

愛
好
会
代
表
の
渡
邊
美
佳
さ

ん
（
理
工
４
・
宮
城
県
第
三

女
子
高
∥
現
・
三
桜
高
）も
パ

ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参

加
し
、
日
本
人
学
生
の
代
表

と
し
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

温
州
大
留
学
生

５
人
が

参

加

◀

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
す

る
「
石
巻
ス
コ
ッ
パ
ー
ズ
」

国
際
交
流
フ
ェ
ア

２
０
１
０
開
催

スコップ三味線

２０１１ 年頭の抱負

石巻専修大学長

坂田 隆

自
分
を
表
現
し
勝
ち
抜
く

▲ 真剣な面持ちの学生たち

就
職
合
宿
に
３
年
次
生
３８
人
が
参
加

新学部設置、理工学部改組へ一丸

河
川
浄
化
実
験
で
効
果

高
崎
教
授
の
特
許
技
術

第
４０
回
東
北
学
生
選
抜
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

和
田

さ
ん

が
準
優
勝

硬
式
・
女
子

シ
ン
グ
ル
ス

第
６
回
日
台
大
学
軟
式
野
球
国
際
親
善
大
会

石
山
さ

ん

が
好
投

チ
ー
ム
の
４
戦
全
勝
に
貢
献

写
真
提
供
∥
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
連
盟
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